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[1] 実数 t の関数 f(t) =

∫
R
e−x4

e−ixt dx がC∞-級関数であることを示せ．

[2] f(x) を R 上の複素数値 Lebesgue 可積分関数とし，g(x) を R 上のコンパクト

台を持つ複素数値C∞-級関数とする．
∫
R
f(x+ t)g(x) dx は t ∈ R の C∞-級関数であ

ることを示せ．

[3] E ⊂ Rを Lebesgue可測集合で，µ(E) < ∞とする．limt→0 µ(E∩(E+t)) = µ(E)

であることを示せ．ただし E + t = {x+ t | x ∈ E} である．

[4] X = {1, 2, 3, . . . } の上の適当な完全加法族 B の上の完備でない測度と，その完
備化の例を挙げよ．


